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1.目的

本補足説明資料では,令和5年3月28日RFS発官4第18号にて申請した, 

「使用済燃料貯蔵施設に関する設計及び工事の計画の変更の認可申請書」の添 

付書類のうち,金属キャスク及び貯蔵架台の耐震性について説明している「添 

付5-3-1 金属キャスクの耐震性に関する計算書」及び「添付5-4-1 貯蔵架 

台の耐震性に関する計算書」の既設エ認からの変更点について説明する。

2 .既設エ認からの変更点

(1) 評価方法

既設エ認で用いている評価方法から変更点はない。

(2) 評価箇所

既設エ認で評価を行っている評価部位から変更点はない。

(3) 入力地震動

既設エ認で評価を行っている評価から新たな地震動に変更となる。

3.設計用地震力
金属キャスク及び貯蔵架台は,耐震設計上の重要度分類Sクラスである。 

水平•鉛直それぞれの設計用地震力策定方法を示す。また既エ認からの設 

計震度の比較を第1表に示す。

3.1水平方向

求められた固有周期(T=0.080 s)より,柔構造であると判断され 

る。

(1) 基準地震動Ssによる地震力

水平方向基準地震動Ssによる床面の水平方向設計用床応答曲線(第1 
図)または,水平方向基準地震動Ssによる建屋の最大応答加速度の20% 
の割り増しより算出したもの(第2表)いずれか大きい方に余裕を持った 

保守的な設計用地震力とする。

(2) 弾性設計用地震動S dによる地震力

水平方向弾性設計用地震動S dによる床面の水平方向設計用床応答曲 

線(第2図)または,水平方向弾性設計用地震動Sdによる建屋の最大応 

答加速度の20%の割り増しより算出したもの(第3表)いずれか大きい 

方を設計用地震力とする。

(3) 静的地震力
Sクラスの静的地震力(3. 6Ci)とする。
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3. 2鉛直方向

求められた固有周期(T=0.023 s)より,剛構造であると判断され

る。

(1) 基準地震動Ssによる地震力

鉛直方向基準地震動S sによる建屋の最大応答加速度の20%の割り増 

しより算出したもの(第2表)に余裕を持った保守的な設計用地震力と 

する。

(2) 弾性設計用地震動S dによる地震力

鉛直方向弾性設計用地震動S dによる建屋の最大応答加速度の20%の 

割り増しより算出したもの(第3表)を設計用地震力とする。

(3) 静的地震力
Sクラスの静的地震力(1.2CJとする。

第1表設計震度の比較

設備名 設計震度 既設エ認 変更申請

金属キャスク

基準地震動Ss
水平方向 1.40 変更なし

鉛直方向 〇. 87 変更なし

弾性設計用地震動Sd又

は静的地震力

水平方向 〇. 72 変更なし

鉛直方向 〇. 37 〇. 38

貯蔵架台
基準地震動Ss

水平方向 1.40 変更なし

鉛直方向 〇. 87 変更なし

弾性設計用地震動Sd又

は静的地震力

水平方向 〇. 72 変更なし

鉛直方向 〇. 37 〇. 38
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第2表 基準地震動Ss設計用最大加速度(使用済燃料貯蔵建屋)(1/3)
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第2表 基準地震動Ss設計用最大加速度(使用済燃料貯蔵建屋)(2/3)
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第2表 基準地震動Ss設計用最大加速度(使用済燃料貯蔵建屋)(3/3)

*1:Ss-B2の鉛直方向震度についてはSs-B2H1の鉛直方向欄に記す。 

*2： Ss-B3の鉛直方向震度についてはSs-B3H1の鉛直方向欄に記す。
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5 16. 30 〇. 62 0.71 一 0.81 〇. 82 — 1.01 1.03 〇. 69
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第3表 弾性設計用地震動S d設計用最大加速度(使用済燃料貯蔵建屋)(1/3)
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第3表 弾性設計用地震動Sd設計用最大加速度(使用済燃料貯蔵建屋)(2/3)
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第3表 弾性設計用地震動S d設計用最大加速度(使用済燃料貯蔵建屋)(3/3)

*1:Sd-B2の鉛直方向震度についてはSd-B2H1の鉛直方向欄に記す。 

*2： S d-B3の鉛直方向震度についてはSd-B3H1の鉛直方向欄に記す。
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»造物K:使用済燃科貯*建域

減衰定数:1.0%

樣濟:T. P.16. 30Ob

波形fc:峡,地赛動S,

(SB Ssll SB2J

—— XS方向

第1図 設計用床応答曲線(基準地震動Ss)
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辨造物:使用済燃料貯«递蟥 

減衰定歓:1.0% 

棟岛：T. P.16. 300®

波形名:弹性玟針用地貘動Sd

(SB S<lH~SB2l

—— NS方向

EW方向

第2図 設計用床応答曲線(弾性設計用地震動Sd)
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添付5 — 3 1 金属キャスクの耐靈性に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A))
変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

添付5-3—1金属キャスクの耐震性に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2 添付5-3-1金属キャスクの耐震性に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2

A)) A))

1.概要 1.概要
<中略> 今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5 — 3 —1 金属キャスクの耐震性に関す 

る計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A))1.概要」に同じである。

(変更なし)

2.基本方針 2.基本方針
2.1構造の説明 2.1構造の説明

<中略> 今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5-3-1金属キャスクの耐震性に 

関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 2.1構造の説明」に同じであ

る。

(変更なし)

2. 2評価方針 2. 2評価方針
(変更なし)<中略> 今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5 — 3 —1金属キャスクの耐震性に 

関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 2.2評価方針」に同じであ

る〇

2. 3記号の説明 2. 3記号の説明
(変更なし)<中略> 今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5 —3 —1金属キャスクの耐震性に 

関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 2.3記号の説明」に同じであ

る〇

2.4数値の丸め方 2.4数値の丸め方
(変更なし)

<中略>
今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5 — 3_1金属キャスクの耐窠性に 

関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2 A)) 2.4数値の丸め方」に同じで 

ある。

3.耐震評価箇所
3.1金属キャスクの耐靈評価箇所

<中略>

3.耐震評価箇所
3.1金属キャスクの耐震評価箇所

(変更なし)

今回の申請に係る本説明は,既設工認の「添付5—3—1金属キャスクの耐震性に 

関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 3.1金属キャスクの耐震評

価箇所」に同じである。

4.固有値解析
<中略> 4.固有値解析 (変更なし)
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

4.1解析方針
<中略>

5.貯蔵架台の耐震評価

5.1基本方針
<中略>

5. 2荷重の組合せ及び許容応力,許容荷重

5. 2.1荷重の種類と組合せ

<中略>

5. 2.2使用材料の許容応力

<中略>

5. 3設計条件

設計条件を第5-10表に示す。

(1)設計震度について

金属キャスク及び貯蔵架台は,耐震設計上の重要度分類Sクラスである。

a.水平方向設計震度
4章で求められた固有周期(T=0.080 s)より,柔構造であると判断される。 

(a)基準地震動S Sによる地震力

「資料5-1— 5設計用床応答曲線の作成方針」にて設定した床応答の作成方針 

に基づく条件を用いて作成した水平方向基準地震動S Sによる床面の水平方向設 

計用床応答曲線(第5-1図)又は,水平方向基準地震動SSによる建屋の最大応

今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5_3_1金属キャスクの耐震性に関 

する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A) ) 4.固有値解析」に同じである。

4.1解析方針
今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5_3 —1金属キャスクの耐震性に 

関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A) ) 4.1 解析方針」に同じであ 

る。

5.金属キャスクの応力評価

5.1基本方針
今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—3 —1 金属キャスクの耐震性に 

関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 5.1 基本方針」に同じで

ある。

5.2荷重の組合せ及び許容応力

5. 2.1荷重の種類と組合せ

今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5-3-1金属キャスクの耐震性 

に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 5. 2.1 荷重の種類と組

合せ」に同じである。

5. 2.2使用材料の許容応力

今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—3 —1金属キャスクの耐震 

性に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 5. 2.2使用材料の

許容応力」に同じである。

5.3設計条件
設計条件を第5_10表に示す。

(1)設計震度について

金属キャスク及び貯蔵架台は,耐震設計上の重要度分類Sクラスである。

a.水平方向設計震度
4章で求められた固有周期(T=0.080 s)より,柔構造であると判断される。

(a)基準地震動SSによる地震力

「資料5—1_5設計用床応答曲線の作成方針」にて設定した床応答の作成方針 

に基づく条件を用いて作成した水平方向基準地震動s Sによる床面の水平方向設

(変更なし)

(変更なし)

(変更なし)

(変更なし)

Ss-B5の追加に伴う設計震度の 

変更を表に反映 

Ss-B5の追加に伴う変更を図に 

反映
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

答加速度の20%の割り増しより算出したものいずれか大きい方に余裕を持った保 計用床応答曲線(第5 —1図)又は,水平方向基準地震動SSによる建屋の最大応

守的な設計用地震力とする。 答加速度の20%の割り増しより算出したものいずれか大きい方に余裕を持った保

(b)弾性設計用地震動Sdによる地震力 守的な設計用地震力とする。

「資料5-1-5設計用床応答曲線の作成方針」にて設定した床応答の作成方針 (b)弾性設計用地震動Sdによる地震力 Ss-B5の追加に伴う設計震度の

に基づく条件を用いて作成した水平方向弾性設計用地震動Sdによる床面の水平 「資料5-1-5設計用床応答曲線の作成方針」にて設定した床応答の作成方針 変更を図に反映

方向設計用床応答曲線(第5-2図)又は,水平方向弾性設計用地窠動Sdによる に基づく条件を用いて作成した水平方向弾性設計用地震動Sdによる床面の水平

建屋の最大応答加速度の20%の割り増しより算出したものいずれか大きい方を設 方向設計用床応答曲線(第5-2図)又は,水平方向弾性設計用地靈動Sdによる

計用地震力とする。 建屋の最大応答加速度の20%の割り増しより算出したものいずれか大きい方を設 

計用地震力とする。

(c)静的地震力
今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—3—1金属キャスクの耐震性 

に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 5.3設計条件 ⑴設

計震度についてa.水平方向設計震度(c)静的地震力」に同じである。

(変更なし)

b.鉛直方向設計震度 b.鉛直方向設計震度 Ss-B5の追加に伴う設計震度の

4章で求められた固有周期(T=0.023 s)より,剛構造であると判断される。 4章で求められた固有周期(T=0.023 s)より,剛構造であると判断される。 変更を表に反映

(a)基準地震動Ssによる地震力 (a)基準地震動Ssによる地震力

鉛直方向基準地震動Ssによる建屋の最大応答加速度の20%の割り増しより算 鉛直方向基準地震動Ssによる建屋の最大応答加速度の20%の割り増しより算

出したものに余裕を持った保守的な設計用地震力とする。 出したものに余裕を持った保守的な設計用地震力とする 。

(b)弾性設計用地震動Sdによる地震力 (b)弾性設計用地震動Sdによる地震力

鉛直方向弾性設計用地震動Sdによる建屋の最大応答加速度の20%の割り増し 鉛直方向弾性設計用地震動S dによる建屋の最大応答加速度の20%の割り増し

より算出したものを設計用地震力とする。 より算出したものを設計用地震力とする。

(c)静的地震力 (c)静的地震力
Sクラスの静的地震力(1.2CV)とする〇 Sクラスの静的地震力(1.2CV)とする。

鉛直方向設計震度の評価結果を第5-12表に示す。 鉛直方向設計震度の評価結果を第5-12表に示す。

5. 4応力評価方法 5.4応力評価方法 (変更なし)

5. 4.1一次蓋,一次蓋締付けボルト,月同,底板,底部中性子遮蔽材カバー,二次蓋及び 5. 4.1一次蓋,一次蓋締付けボルト,胴,底板,底部中性子遮蔽材カバー,二次蓋

二次蓋締付けボルト 及び二次蓋締付けボルト

<中略> 今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—3 —1金属キャスクの耐 

震性に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 5. 4.1一次
蓋,一次蓋締付けボルト,胴,底板,底部中性子遮蔽材カバー,二次蓋及び 

二次蓋締付けボルト」に同じである。
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

5. 4. 2カバープレート及びカバープレート締付けボルト

(1) 荷重条件
今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—3 —1金属キャスクの耐震性 

に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2 A)) 5.5応力評価条件(1)
荷重条件」に同じである。

(2) 応力計算
カバープレート及びカバープレート締付けボルトの応力計算は,応力評価 

式により行う。

a.カバープレート

(a) 一次応力
密封容器内圧力と蓋間圧力の差圧及び慣性力により発生する一次膜

H 次曲げ応力(dr,a 0, a z)は,カバープレートを周辺支持の 

円板とモデル化し,密封容器内圧力と蓋間圧力の差圧により発生する 

応力(CT rl,CT 01,CT Zl)と慣性力により発生する応力(CT r2, CT 62, 

ctz2)より次式で計算される。

〇 r = a r i + a r2 'X
〇 $ = 〇 di+a ❶2

a z = a x i + ct t2

a r 1=- 1
CJ 0 1 — 0 r 1 •• • ••• • • •• • •••••(0.1)
び z

1.24 • w • r2
ar2='

0 »2=び r 2
〇 x2 = 0 ン

ここで,P :密封容器内圧力と蓋間圧力の差圧(MPa)

P = P2-Pi
P1:密封容器内圧力(MPa)
P 2 :蓋間圧力(MPa)

r :カバープレート締付けボルトのピッチ半径(mm)
t :カバープレートの板厚(mm)

5. 4. 2カバープレート及びカバープレート締付けボルト

(1) 荷重条件
今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—3 —1金属キャスクの耐震性 

に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2 A)) 5.5応力評価条件(1)
荷重条件」に同じである。

(2) 応力計算
カバープレート及びカバープレート締付けボルトの応力計算は,応力評価 

式により行う。

a.カバープレート

(a) 一次応力
密封容器内圧力と蓋間圧力の差圧及び慣性力により発生する一次膜

H 次曲げ応力((rr, a e, ct z)は,カバープレートを周辺支持の 

円板とモデル化し,密封容器内圧力と蓋間圧力の差圧により発生する 

応力(CT rl, CT fib CT Zl)と慣性力により発生する応力(CT r2, 02,
ctz2)より次式で計算される。

〇>r=:0rrl+0rr2 X
a 〇 01+ 0
a z= a zi+ 〇 z2

1.24 • P • r2
t2

a el—〇 rl ................................................ (5.1)
0 se l^O

1.24 • w ■ r2
0 r2一 9

tz

0 fl2== 0 r2
a z2=0 /

ここで,P :密封容器内圧力と蓋間圧力の差圧(MPa)

P = P2-P!
Pi:密封容器内圧力(MPa)

補正にて評価式の誤記を訂正
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

w :慣性力による分布荷重(MPa) P 2 :蓋間圧力(MPa)
w= t • p • G •(1 +Cv) r :カバープレート締付けボルトのピッチ半径(mm)

P :カバープレート材料の密度(kg/mm3) t :カバープレートの板厚(mm)

Cv :鉛直方向設計震度 w :慣性力による分布荷重(MPa)

G :重力加速度(m/s2) w= t • p • G •(1 + Cv)
p :カバープレート材料の密度(kg/mm3)

Cv :鉛直方向設計震度

G :重力加速度(m/s2)

(b) 一次+二次応力 (b) 一次+二次応力

応力の計算方法は(5.1)式の(7 r2と同じである。ただし,荷重条件は地 応力の計算方法は(5.1)式のffr 2と同じである。ただし,荷重条件は地

震力のみとして振幅を考慮し,2倍して求める。 震力のみとして振幅を考慮し,2倍して求める。

b.カバープレート締付けボルト b.カバープレート締付けボルト

(a)平均引張応力 (a)平均引張応力
カバープレート締付けボルトに発生する平均引張応力(anl)は次式で カバープレート締付けボルトに発生する平均引張応力(ffnl)は次式で

計算する。 計算する。

WmI
〇,^----

〇广〜 乃

A A

t = H * H |. > ............................................. (3.2) W,, = H 十 H ,, 2* ............................................. (5.2)
-せ.Dt;2. P + Hj, J 寸 Dg2・P + "p J

ここで,Wmi :使用状態での必要な最小ボルト荷重(N) ここで,wml:使用状態での必要な最小ボルト荷重 ⑻

A :全数のカバープレート締付けボルト最小断面積(mm2) A :全数のカバープレート締付けボルト最小断面積(mm2)

H :フランジに加わる内圧による全荷重(N) H :フランジに加わる内圧による全荷重(N)

Dg :ガスケット反力のかかる位置(mm) Dg :ガスケット反力のかかる位置(mm)

sHP :気密を十分保つために,ガスケット又は継手接触面に か HP :気密を十分保つために,ガスケット又は継手接触面に か

ける圧縮力(N) ける圧縮力⑽

P :密封容器内圧力と蓋間圧力の差圧(MPa) P :密封容器内圧力と蓋間圧力の差圧(MPa)

(b)平均引張応力+曲げ応力 (b)平均引張応力+曲げ応力

カバープレート締付けボルトに発生する平均引張応力+曲げ応力((T n + カバープレート締付けボルトに発生する平均引張応力+曲げ応力(a n +

b)は次式で計算する。 b)は次式で計算する。

(7 n + b= a nl + び b 1 〇 n + b= a nl + び b 1
ここで,abi:カバープレート締付けボルトに発生する曲げ応力(MPa) ここで,a bl:カバープレート締付けボルトに発生する曲げ応力(MPa)
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

a b 1=M/Z a b 1=M/ Z
M :曲げモーメント(N-mm) M :曲げモーメント(N-mm)
M=mr • G • Ch • L M=m.r • G • Ch • L
mr :カバープレートの質量(kg) mr :カバープレートの質量(kg)

CH :水平方向設計震度 CH :水平方向設計震度

G :重力加速度(m/s2) G :重力加速度(m/s2)

L :カバープレート締付けボルト軸部の長さ(mm) L :カバープレート締付けボルト軸部の長さ(mm)
Z :カバープレート締付けボルト断面係数(mm3) Z :カバープレート締付けボルト断面係数 (mm3)

5. 4.3底板の平均支圧応力 5. 4.3底板の平均支圧応力 (変更なし)

<中略> 今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—3 —1 金属キャスクの耐震

性に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 5. 4.3底板の平均

支圧応力」に同じである。

5.4.4バスケット 5.4.4バスケット
(変更なし)

<中略> 今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5-3-1 金属キャスクの耐震

性に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 5. 4.4バスケッ

卜」に同じである。

(変更なし)
5. 4.5下部トラニオン 5. 4.5下部トラニオン

<中略> 今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—3-1 金属キャスクの耐震

性に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 5. 4.5下部トラニ

オン」に同じである。

(変更なし)
5.4.6密封容器(ボルト)の疲労評価 5. 4.6密封容器(ボルト)の疲労評価

<中略> 今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5-3-1 金属キャスクの耐震性

に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2 A) ) 5. 4.6密封容器(ボル

卜)の疲労評価」に同じである。

5. 4. 7水平2方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評価 5. 4. 7水平2方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評価
(変更なし)

<中略> 今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5-3-1 金属キャスクの耐震

性に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 5. 4.7水平2方向
及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評価」に同じである。
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

5. 5応力評価条件
金属キャスクの設計靈度を第5-13表に示す。また,各評価箇所の応力評価条件を 

第5 — 14表から第5 —21表に示す。

5. 6評価結果

金属キャスクの耐震評価結果を以下に示す。発生値は評価基準値を満足してお 

り,耐震性を有することを確認した。評価結果を第5-22表〜第5-25表に示す。 

水平2方向及び鉛直方向地震力の組合せによる影響の確認として,各評価点の応力 

分類における許容応力に対する計算値の裕度を第5-26表〜第5-31表に示す。許容 

応力に対する計算値の裕度が1.5より大きいため,水平2方向及び鉛直方向地震力の 

組合せが従来の耐震評価結果に影響を与えないことを確認した。

5.5応力評価条件
金属キャスクの設計震度を第5-13表に示す。また,各評価箇所の応力評価条件 

を第5 — 14表から第5—21表に示す。

5.6評価結果

金属キャスクの耐震評価結果を以下に示す。発生値は評価基準値を満足してお 

り,耐震性を有することを確認した。評価結果を第5_22表〜第5_25表に示す。 

水平2方向及び鉛直方向地震力の組合せによる影響の確認として,各評価点の応力 

分類における許容応力に対する計算値の裕度を第5-26表〜第5-31表に示す。許容 

応力に対する計算値の裕度が1.5より大きいため,水平2方向及び鉛直方向地震力の 

組合せが従来の耐震評価結果に影響を与えないことを確認した。

誤記訂正を表に反映

Ss-B5の追加に伴う評価結果の

変更を表に反映
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

<中略> 第5-13表設計震度 (変更なし)

(変更なし)

抨価事象 方向 紀号 投扑潢度

Sd*地解力が 

作用する場合

水平 Ch 〇. 72

鉛疽 Cv 〇. 37

Ss地貘力が 

作用する場合

水平 Ch 1.40

鉛逬 Cv 〇. 87

5 — 3 — 1

第5-14表一次蘸,一次麄締付けボルト,UM. K板,K部中性子遮蔽材カバー, 

二次毚及び二次蟇締付けボルトの応力評価条件

項冃 単位 数姑

密封容器内圧力 MPa -0.101325

渡問圧力 MPa 0,4

菽部レジン充填部圧力 MPa

底部レジン充填部圧力 MPa
1側部レジン充填部圧力 MPa

次®締付けボルト初期締付け力 MPa 247

二次蓋締付けボルト初期締付け力 MPa 247

....................... m/s2 9. 80665

枠囲みの内苒は 
しますので公開-

商窠檝密にa 
できません,

抨価事象 方向 紀号 投扑潢度

sd*地解力が 

作用する場合

水平 Ch 〇. 72

鉛疽 Cv 〇. 37

Ss地解力が

作用する場合

水平 Ch 1.40

鉛逬 Cv 〇. 87

18
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<中略>

変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

第5 —17表 バスケットの応力秤価条件

項目 P記号 単位 数欣

バスケットブレートの密度 P kg/mm3 7. 93X10

バスケットプレートの全畏 8w mm 1 r
使用済燃料巢合体とバスケットブレート等の合

針W最
mA kg 3790

バスケットプレートの断面積 Ax 咖2

バスケットプレートの单位幅当たりの断面係数 Z i mnrVmm

バスケットブレートの内のり eP mm

使用済燃料集合体,伝熱ブレート及びパスケッ 

トブレートの合計質蛾
me kg 381

第518 H ド部トラニオンの応力評価条件

項目 記号 単位 数嫉

余厲キャスク底面から重心までの髙さ h CG mm 2672

支点〇からw縛装颗©のトラニオン固定金具中 

心までの距離
a 1 mm 2288

支点〇か今金風キャスク中心までの距離 a 3 mm 990

貯蔵時における金城キャスクの質缺 m 2 kg 118300

第3-3図の胖価点①の断而稍 A mm* -
第3-3図の評価点①の断而係数 Z mm^

第3-3図の評価点①と荷进位醒との距離 L mm 90

枠囲みの内容は商突機密にW 
しますので公開できません。

(変更なし)

(変更なし)

14
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

<中略>

第5 —19表 次薷締付けボルトの疲労評価条件

(変更なし)項目 紀号 単位 数侦

ボルトのねじ部の応力堪中係数 K 4

Sd*地嫫力のみによりボルトに発生するビーク応力強さ S MPa L0___

S S地族ぬのみによりボルトに発生するヒーク応力強さ S MPa 2.2

「構造規格j別図8-4に使用されている縦彈性係数 Eo MPa 2. 07X106

解析に用いる縦掸性係数 __E― MPa 1.84X105

供用状態A及びBにおける疲労累積係数 u„ - 〇. 0442*1

地族荷®の変勤回数 Nc 10000

注記*1:添付10—2—2—1密封容器の応力計算甫(BWR用大型キャスク(タイプ2 A)) 

第5 — 3表

第5 — 20表 カバーブレート締付けボルトの疲労秤® 

項R i杞号

条件

单位 数値

(変更なし)

ボルトのねじ部の応力集中係数 1 K 1

Sd*地解力のみによりボルトに免生するビーク応力強さ S MPa 〇.10

Ss地震力のみによりボルトに発生するピーク応力強さ s MPa 〇. 23

[msjg^i 8IJ08-4に使用されている縦弾性係数 _E0 MPa - 2. 07 ' IO'

解析に用いる縦撣性係数 E MPa 1.84X105

供用状態A及びBにおける疲労累精係数 Un 〇. 0413*'

地族荷重の変勤冋数 i Nc 10000

注記*1:添付10-2-2-1密封容器の応力計算苗(BWR用大型キャスク(タイプ2 A)) 

第5 — 5表

第5-21表 二次蘯締付けボルトの疲労評価条件 (変更なし)

項目 紀号 琳位 数値

ボルトのねじ部の応ノJ壤中係数 K 一 ........4
I?■地霣力のみにtりボルトに発生寸るヒ-ク応わ強 S MPa 1.0

:Ss地震力のみによりボルトに発生するピーク応力強さ S MPa 1 2.2 .

「構造規格J別図8-4に使用されている縦伸性係数 Eo MPa 2. 07 X 10s

解析に用いる縦禅性係数 E MPa i 1.86X105

供用状態A及びBにおける疲労累積係数 Un 〇. 0353*'
|地族荷®の変動!Hl数

:Ne 10000

注記*1:添付10-2-2-1密封容器の応力計算杏(BWR用大型キャスク(タイプ2 A)) 

第5-7表

5-3-1
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

« 5-22(3)評«結果
 リ：

部位 材料
許容応力

区分

平均引張応力 平均引張応力+曲げ応力

針算敏 許容応力 丼価点 奸算值 許容応力 杯tt点

••次基 

締付け 

ボルト

低合金鋼 

(SNB23-3)

供用状能
Cs 241 554 ⑤ 336 831 ⑤

供用状態
Ds 241 831 ⑤ 337 831 :、

.次基 

締付け 

ポルト

低合金鋼 

(SNB23-3)

供用扶籌

Cs 244 565 ⑥ 275 847 ⑥

供用状態
Ds 244 848 ⑥ 274 848 ⑥

へ■•…•: . 

締付け

ポルト

低合金鋼 

(SNB23-3)

供用状族 
Cs 138 554 ⑯ 142 831 ⑬

供用状態
Ds 138 831 ⑯ 146 831 ⑱

« 5-22(4)胖価結果
(屮 P : MPa*

部位 材料 許容応力区分
•P均支圧応力

針算镜 許容応力 押鏟点

底板
炭素鋼

(GLF1)
供用状態Cs 1 183 ⑪
供用状態 1 377 ⑪

« 5-22(3)秤ft結果

(*位：

郎位 衬料
許赛応力

区分

平均引番応力 平均引番応力+曲げ応力

針算鑛 杆»応力 鉀钃点 針算值 許弃応力 界価点

一次*

締付け

ポルト

抵合金鋼 

(»®23-3)

く_ ”も
Cs 247 554 ⑤ 335 831 ⑤

供用坎想
い

241 831 ⑤ 337 831 ⑤

二次釐

締付け 

ポルト

番;台金銅 

く測23-3)

供川れ柢
Cs 251 565 275 847 ⑥

供用杌®
Ds 244 848 ⑥ 274 848 ⑥

カバー■ブレート

締付け

ポルト

抵台金傾 

(SJB23-3)

供用状態
Cs 138 554 142 831

出■陳笮
Ds 138 831 1相 831

» 5-22(4)辞tt結果

■へ M:

郎位 衬料 許容応力区分
平均支圧応力

針算镲 許容応力 界価点

底板
炭扇鐧

(GLF!)
供用状態Cs 1 183 ⑪

供用状饞Ds 1 377 ⑪

61 5-3-1 II

Ss-B5の追加に伴う評価結果の 

変更

(変更なし)
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<中略>

変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

第S-23表 後労*犢係数I次綦縝付けポルト)

No.
Sp

<MPa»
Si

(MPa)
S〆 

(MPa) N. N く N t N.

疲労米穑係数 U.-0.0442
d 0.5 1 0.6 10* 1 10000 〇. 0100

後方«精係数 Usa = 0.0100

2 1吻
| 2 | 10, 1 10000 1 〇. 0100

精係数 LI :-〇.〇1〇〇

疲芳輩積保敦 L、ペV ;. = 0. 0542

M 5-24 » 疲芳发精係数(カバ--ブレートKHltポルト)

明5-25表後匁*«保教(次瘡締付けボルト>

Ss-B5の追加Iこ伴う評価結果の

変更

Ss-B5の追加に伴う評価結果の

変更

Ss-B5の追加に伴う評価結果の

変更
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変更前(既設エ認)

第5_26表 密封奔器及び二次瘇の応力評価(供用状衡Cs)(1/3)

(単位:MPa)

注記*1:地震力のみによる全振幅について评曲十る- 

*2 :許容応力に対する針算«の裕度

変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

第5-26表 密射奔器及び二次薩の応力拜® (供用状態Cs)(1/3)
く *t.Z MPa)

注紀*丨：地番乃のみによる全板幅について»«する• 

*2 :許赛応力に対する肝算镱の裕®

部 位 応力界雀点 応力分額 針箄敏 許容応力 裕度*1

一次麄

(中央)

①-①, P- 4 183 45. 75

① Pl + Pb 9 274 3〇. 44

①, Pt+ Pb 2 274 137. 00

① Pl+ Pb + Q*1 3 366 122,00

①, Pt+Pb+Q*' I 366 366.00

一次麄

(媢郎>

Pl+ Pb 18 274 15. 22

Pl+ Pb 18 274 15. 22

Pl+ Pfc + Q” 45 366 8.13

Pl+ Pb+Qwi « 366 7.62

二次蓋

(中央)

③一③, p. 1 236 236. 00

Pl + Pb 15 355 23.66

pt+ pk 16 355 22.18

③ Pl+ P* + Q•: 4 474 118.50

Pl+ Pk + Q*1 5 474 94.80

二次麄

(»郎｝

④ Pt + Pb 30 355 11.83

④. Pl+ Pb 30 355 11.83

④ Pl+ Pb + Q* 54 474 8. 77

④. Pl+ Pb+Q*1 64 474 7.40

--次驀締付け

ポルト

平均引•応力 247 554 2. 24
平均引*応力 
+曲げ応力

335 831 2. 48

二次*締付け 

ポルト ⑥
平均弓1*応力 251 565 2. 25
®均引«応力 
+曲げ応力

275 847 3. 08

Ss-B5の追加に伴う評価結果の 

変更

裕度の誤記修正

28
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

第5—26衣 密封容器及び‘.次蓋の応/バ(供用状態('s) (2 3)
(単位:MPa)

.1,；H* I :地枚りの“にLろt振幅に いてび础十,5

部 位 応力評価点 応力分招 扑»访 許容込力 裕度*2

HH
(一次籤密封

シール部｝

⑦ PL + P、.. 10 183 18. 30

⑦, PL + Pb 10 183 18. 30

⑦ PL + Pb 十Q 26 183 7.03

⑦* PL + Pb 十 Q 12 183 15. 25

RH
(二次蓋密封 

シー•ル郎)

⑧ PL+ Pb 16 1S3 11.43

⑧, pt>Fb 16 183 11.43

⑧ P(. + P b + Q 37 183 4. 94

⑧, PL+ Pb十Q 9 183 2〇. 33

RH
(中央)

⑨一⑨, Pm 1 1R3 183. ()0

⑨ P L + P b + Q * 1 3 366 122.00

⑨, Pし+ P *十Q * 2 366 183. 00

RH
(ド部>

㉚ P L + P l 13 274 21.07

⑩. Pl+ Pk 13 274 21.07

⑩ P L + p b + Q •1 26 366 14.07

⑩, P L + p b + Q •1 42 36fi 8.71

底板

(中央)

⑪-⑪, Pm 2 183 91. 50

⑪ P L + P b 6 271 45. 66

⑪. PL+Pb 6 274 45.66

⑪ PL+ Pt +Qei 4 366 91.50

⑪, P L + P f + Q *1 4 366 91.50

⑪ 〇 p 1 1H3 183. 00

♦ 2 :許容応力に対する針#蛾の裕度

« 5 26 » 密封界®及び：次蠹の応力(供用状®C<) (2/3»
(単位:MPa)

郎 位 応力«•点 応力分顋 訐篡® 許苒応力 裕度

(•次蓋密対 

シ-ル部｝

⑦ Pl + Pb 10 183 18. 30

⑦, PL+Pb 10 183 18. 30

⑦ Pl+ P b *Q 26 183 7.03

⑦. Pl+ p» + q 12 183 15. 25

啁

(二次*密W 
シール郎｝

PL + Pb 16 183 11.43

PL+Pb 16 183 IL43

し P b * Q 37 183 4. 94

③. P L + P け Q 9 183 2〇. 33

嘱

«中央)

⑨-⑨. Pm 1 183 183.00

⑨ Pl + P » + W 3 366 122.00

⑥. PL+ P , ^QW1 2 366 183.00

IH
(ド郎)

嫩 Pl + Pb 11 274 19. 57

ぎ Pl Ps H 274 19. 57

嫩 Pl+ PhW 26 366 11.07

嫩, Pu + P b + Q*1 12 366 8. 7!

我板

(中夾>

P. 2 183 91.50

⑪ p I + p b 6 274 45. 66

Pl+Pb 7 274 39.14

⑪ Pl+ Pb + Q*1 4 366 91.50

⑪. Pl + Po + Q.‘ 4 366 91.50

⑪ 〇, 1 183 183.00
汴紀*丨 池韈力のみにtati!K幅について拜®十る

♦ 2 '扦杏応力K対するれ»植の裕*

Ss-B5の追加に伴う評価結果の 

変更
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理* (赤字：補正箇所)

5-26表 密封容器及び/.次薹の応力评(供用状戆Cs> (3/3)
(»<■> . MPa)

注記*丨:地霞力のみによる全振幅について評価する 

*2 :許容応力に対する計算破の裕度

5-3-1 67

部 位 応力抨鲕点 応力分想 朴*城 荇容応力 裕度”

底板 

(端部)

⑫ Pl + Pb 5 274 54.80

⑫, PL+Pb 5 274 54. 80

⑫ P t P * u、
12 366 3〇. 50

⑫, Pl+ Pb + Q*' 17 366 21.52

⑫ (J p 1 183 183. 00

底郎中性子 
遮蔽材カバー 

(中央)

⑬-⑬, p- 9 232 25. 77

⑬ P L ♦ P L 18 348 19. 33

⑬, P L + P b 21 :MS 16. 57

⑬ PL+Pb+Q*' 10 465 46.50

⑬, Pl+ Pb + Q*' 7 465 66.42

底部中性子 

遮蔽材カバー 

(纗部)

⑭ PL + Pb 47 348 7. 40

11' Pl Ph 47 348 7. 40

⑭ Pl+ Pb + Q*' 112 165 4. 15

U. PL+ Pb + Q*1
78 465 5.96

次渡

(密封 > ール郎)

⑬ Pl+ Pb 7 !x3 26.14

⑮, Pl+ Pb 7 183 26.14

-1$ Pl + Ph + Q 30 183 6.10

⑬, Pl+ Pb + Q 61 1R3 3. 00

二次麄

-ル郎)

■ PL+Pb 9 236 26. 22

⑯, PL+Pb 9 236 26. 22

⑯ PL+Pb + Q 18 236 13.11

⑯. PL+Pb + Q 12 236 19. 66

⑰
Pt-h Pb 3 246 82.00

P L+ P b + Q*' 1 411 411.00

(密封シール部> ⑰,
Pt + Pb 3 155 51.66

PL + Pb + Q*1 1 155 155. 00

カバーブレート 

締付けボルト ⑱
平均引張応力 138 554 4.01
平均引張応力 
+曲げ応力 146 831 5. 69

第5-26表 密封容器及び二次蓋の応力評価(供用状態Cs) (3/3)
(•位：MPa)

注記*1:地震力のみによる全振幅について評価する

郁 位 応力評価点 応力分想 計W做 許容応力 裕度N

底板 

(嫁部)

⑫ PL+Pb 5 274 54.80

⑫, Pl+ Pb 5 274 54.80

⑫ Pl+ Pb + Q*1 12 366 3〇. 50

⑫, P i. + P b + Q *1 17 366 21.52

⑫ a p 1 183 183.00

底郎中性子 
遮蔽材カバー 

(中央)

⑬-⑬, Pm 9 232 25. 77

⑬ PL+Pb 18 348 19. 33

⑬, PL+Pb 21 348 16. 57

⑬ PL+Pb + Q*1 10 465 46. 50

⑬, Pl+ P b + Q*' 7 465 66. 42

底郎中性子 

遮蔽材カバー 

(規郎)

⑭ Pt+Pb 47 348 7. 40

⑭, PL+Pb 47 348 7.40

⑭ PL+Pb + Q*' 112 465 4. 15

⑭, PL+Pb + Q*'
78 465 5. 96

次麄

(密封シ_ル郎｝

⑮ PL+Pb 7 183 26.14

⑮, PL+Pb 7 183 26.14

⑮ PL + Pb + Q 30 183 6.10

⑬, PL + Pb + Q 61 183 3. 00

二次麄

(密Mシール郎)

⑯ PL+Pb 9 236 26. 22

⑯, Pl+ Pb 9 236 26. 22

⑭ PL+Pb + Q 18 236 13. 11

⑯, PL+Pb + Q 12 236 19. 66

カパープレート ⑰
PL+Pb 3 246 82. 00

Pl+Pb + Q*1 1 411 411.00
カバーブレート 

(密封シール部) ⑪,
Pt+Pb 3 155 5L66

PL+Pb + Q*' 1 155 155.00

カバープレート 

締付けボルト ⑱
平均引張応力 138 554 4.01
平均引張応力 
+曲げ応力 142 831 5. 85

*2 :許容応力に対する計算城の裕度

5-3-1 67

Ss-B5の追加に伴う評価結果の

変更

補正にて変更後の誤記訂正 

カバープレート締付けボルトボ 

ルト平均引張応力+曲げ応力計 

算値1394142
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

5-27 バスケ,卜の応/j林妯(供用状« Cs)
(卵：Mr,,

汴紀*丨:許容バこ対する扑算植の裕度

部位 応力分規 訐»蛾 JT容応/j 裕度”

バスケット

プレート

Pm I ① 219 219.00

P » + P b 4 328 82. 〇〇

n .. 1 2; 131 131.00

a p I ① 303 303. 00

n .- 1 ① 176 176. 00

第5 — 28衣 トラニオンの応わ捭破I (供用状態「幻

(. Ml,“i

?卞紀*丨：地廉わのみ；こLoセ振幅について鉀鲕する

部 
位

応力の!•預 扑WW (湘、 許容 裕度•:

せん断応力 41 1 341 7. 75

次
曲げ応力 104 1 591 5. 68

V
部
卜

ラ

才

力

堆离応力とせん 

断応わの組含せ
128 1 591 4. 61

次1
せん断応力 RR ① 6R2 7. 75

次 
応 
力

曲げ応/J 207 ① 1182 5.71

*2 :芥容応力に纣十る計痒城の裕度

5-27 » バスケ/卜の応力鉀価；供用坎馨Ls)
 I-位 MPa)

戊妃*1:扦容応力に対する矜算鏟の裕I炱

部位 応力分想 射籌镇
拜« A

杆淋応力 裕度*1

パスゲノト 

ソレート

Pm J 1 219 219. 00

P.+ P b 4 328 82.00

く7 • 1 131 131.00

〇 » 1 303 303. 00

〇 C 1 176 176.00

第5-28衣 トラニオンの応力拜® (供用状®CS)
く 位：MPa )

；i?e*1 地膚力のみにtる免»幅;.-ついて»«する

♦ 2 :許裒応力に対する針#毓の裕度

部位獼
H H

日日
ド
郎
ト
ラ
ニ
オ
ン

■

次
応
力

力 応断んせ 44

6

341
5

7.

力 応
4

〇 591 粘

ん
せ 

せ
合 

と
組 

力
の 

応
力 

痕

ft 

*

断

E □

日日•

次
-t

二
次
応
力

力

一 ①
682 75

力応 209
28 56

5.

(変更なし)

Ss-B5の追加に伴う評価結果の

変更

31



<中略>

変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

m 5-29 * 密W容器及び二次產の応力«供用状態LH) (1/3)
(単位 MPa>

注紀*丨：地震力のみによる全振幅に〇いて評條する、 

*2 :杆容応力に対するIt算«の裕度

部 位 応力界鑛点 応力分® 針算 f 許其応力 裕

一次蘆

(中央｝

①-①. Pm 5 251 5〇. 20
① Pl+ Pw 9 377 41.88

①. Pl+ Ph 2 377 188.50

① Pl+ Pb + Q*1 4 366 91.50

①, Pl + Pk + Q.1 2 366 183.00

一次曇

く«部)

② Pl+ Pb 18 377 2〇. 94

②. Pl+ Pk 18 377 2〇. 94
PL+ Pb + Q.i 46 366 7. 95

②, P L+ Pb + Q*' 49 366 7. 46

二次蠢

(中央)

③一③• p. 1 286 286.00

③ Pl+ Ph 15 429 28. 60
③, Pl+ Pb 16 429 26.81
③ PL+Pb + Q*' 4 474 118. 50
③, Pl + Pb + Q*' 5 471 94.80

二次癱 

«鳩部>

④ Pl+ Pk 30 429 14. 30
④, Pl+ Pk 30 429 14. 30
④ Pl+ Pb + CT1 54 474 8. 77

④, Pl+ P b + Q*' 66 474 7.18

一次毚締付け 

ポルト ⑤
平均引«応力 241 831 3.44

’F均引供応力 
+曲げ応力 337 831 2. 46

二次產締付け 

ポルト ⑥
平均别番応力 244 848 3. 47
识均引張応乃 
*曲げ応勾 274 848 3.09

(変更なし)
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<中略>

変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

明5-29衣 密射容器及び 次癜の応わ評e (供用状® L>s> (2/3)
(単位:MPa)

注K*1:地腐力のみによる全扳幅について辞任する, 

*2 :許农応力に対する針算憧の裕瘦

部 位 応力»«8点 応力分!S 計#嫉 許容応力

(次麄密射

シール郎)

⑦ Pl+ Pb 10 183 18. 30

⑦. Pl 十 Pb 10 183 18. 30

⑦ PL + P , 4-Q 26 183 7.03

⑦. P L + P け Q 12 183 15.25

く二次釐來麥t 
シール郎)

Pl* Pb 16 183 11.43

⑥, Pl + Pb 16 183 11.13

⑥ P L + P ノ Q 37 183 4.94

Pl+ Pb*Q 9 183 2〇. 33

t中央>

⑨-⑨. P. 2 251 125.50

Pl + Pb W! 5 366 73. 20

⑨. Pl+ Pb*Q*! 4 366 91.50

くド郎*

㉚ Pl* Pb 30 377 12. 56

■决, Pl+ Pb 30 377 12. 56

Pt * P b ^Q* 51 366 7.17

御. Pb 83 366 4. 40

庇板

(中央)

⑪-⑪. p. 3 251 83. 66

Pl* Pb 377 53. 85

⑪. Pt+ Pb 9 377 41.88

⑪ P L + P „ * Q *1 366 15. 75

⑪. Pl+ P b ^Q*1 9 366 40. 66

⑪ a » 1 377 377. 00

(変更なし)

33

27



<中略>

変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

第5-29表密«界器及び二次産の応力(供用状態Ds) (3/3>
(雑：MPa)

注紀*1:地膚乃のみによる全振幅について評俪する, 

*2 :許赛応力に対する計算蠔の裕遣

郎 位 応力胛傷点 応力分想 針算镇 許赛応力

班板

(端郎)

⑫ Pl+ Pw 10 377 37.70

⑫. Pl+ Pw 10 377 37. 70

⑫ Pl+ Pk + Q** 24 366 15. 25

⑫. Pl+ Pk + Q*' 32 366 11.43

⑫ 〇 t 1 377 377. 00

迕«中性子

遮豪材カバー 

(中央>

⑬-⑬. p. 10 282 28. 20

⑬ Pl> Pb 16 424 26. 50

⑬. Pl+ P b 23 424 18.43

⑬ Pl+ Pb + Q*' 19 465 2-1. 47

⑬. PL+ Pk + Q*1 12 465 38. 75

班郎中性子 

««蚵カバー 

(绝部)

⑭ Pt+Pb 91 424 4. 65

⑭, PL+ Pb 91 424 4.65

⑭ P L+ Pb + Q*' 217 465 2. H

⑭, PL+ Pb + Q" 152 465 3. 05

一次瘇

(密封シール郎)

⑮ Pl+ Pb 7 183 26.14

⑮. Pl+ Pb 7 183 26. H

⑮ Pl+ P*+Q 30 183 6.10

©• Pt+Pb^Q 61 183 3.00

二次毚

«密射シール郎)

⑯ Pl+ Pfc 9 236 26. 22

P|>Pb 9 236 26. 22

⑯ Pl+Ps+Q 18 236 13.11

Pl + Pb + Q 12 236 19.66

カパーブレート ⑰
Pl+ P b 3 422 140.66

Pl + Pb-t-Q*' 1 411 411.00
カバ:ーブレート

«付けポルト ⑱
平均引#応力 138 831 6. 02
平均引張応力 

+曲げ応力 146 831 5.69

(変更なし)
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<中略>

変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

第S-30夜 バスケットの応力评® (洪用状靡l)s)
(中 6? : MPa)

注紀*丨：扞容応力に对十6針算镰の裕度

郎位 応力分現 針箄镲
押tt点

(而)
許容応t] 裕度*'

P. 2 ① 291 145.50
p b 6 137 72. 83

ブレ--卜
1 ,乃, 175.00

<T p 2 D 404 202.00
〇 く 2 1 176 88. 00

« 5-31« トラニオンの応力辞ft <供用状®r>si
(申位:MPa)

rt紀*丨 地霸力のみによる全振幅について»«-rる

郎
位

応力の!»想 計K镇
JTft点 

<而>
許容応力

F
郎

才

次

力

せん断応力 121 ① 341 2.81

曲げ応力 287 ① 591 2. 05

•瘋応力と 

せん_応力

の級含せ

356 ① 591 1.66

次

次
応
力

せん断応力 243 ① 6«2 2. 80

曲げ応力 574 1182 2. 05

♦ 2 :許«応力；こ対する針算值の裕度

(変更なし)

(変更なし)
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

6.金属キャスクの機能維持評価

<中略>

6.1機能維持評価方針
<中略>

6. 2機能維持評価方法
<中略>

6. 3機能維持評価条件
<中略>

6.金属キャスクの機能維持評価

今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—3 —1金属キャスクの耐震性に関する 

計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A) ) 6.金属キャスクの機能維持評価」に同

じである。

6.1機能維持評価方針
今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5_3_1金属キャスクの耐震性に関 

する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A) ) 6.1機能維持評価方針」に同じ

である。

6.1.1荷重の種類とその組合せ

今回の申請に係る本説明は,既設エ認のrw5-3-1金属キャスクの耐震性 

に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 6.1.1荷重の種類とそ

の組合せJに同じである。

6.1.2許容応力値
今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5 — 3 —1金属キャスクの耐震性 

に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2 A) ) 6.1.2許容応力値」に

同じである。

6. 2機能維持評価方法
6. 2.1密封容器

今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—3—1金属キャスクの耐震性 

に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2 A) ) 6. 2.1密封容器」に同

じである。

6. 2.2バスケット

今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5_3 —1金属キャスクの耐震性 

に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A) ) 6. 2.2バスケット」に

同じである。

6. 2. 3外筒(端板含む。)

今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5 — 3_1金属キャスクの耐震性 

に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A) ) 6. 2.3外筒(端板含

む。)」に同じである。

6. 2. 4蓋部中性子遮蔽材カバー

今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5 —3_1金属キャスクの耐震性 

に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 6. 2.4蓋部中性子遮蔽 

材カバー」に同じである。

6. 3機能維持評価条件
機能維持評価の設計震度を第6_5表に示す。また,外筒及び蓋部中性子遮蔽材

(変更なし)

(変更なし)

(変更なし)

(変更なし)
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

6. 4評価結果
<中略>

カバーの応力評価条件を第6—6表及び第6 —7表に示す。

6. 4評価結果
今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—3 —1金属キャスクの耐震 

性に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 6.4評価結果」に

同じである。

(変更なし)
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

 我卜鬌莩

摩象 方肉 R蜂 »杆霸賓

s< •罐•力が

作る場台

木平 CH 0.72
Cv 〇. 37

Ss進霧ヵが 

作用す6•舍
承平 Ch L40

鉛曲 Cv 0.87

69 外電力Wft*<*
4S E垮 螩位 ftff

外嚮.孀板.伝鶄フィン及び割B中レジンの總 

實量
kt )5600

麄わ加途度 G a/W 9.80665
購外ff ； riw极内®) D< 麵 2156
FHMBWの*軍 tto m 25
畏ガ影板の最大応わの供歎(卜蘼鑄板の畿*比を 

,慮した讓)
fi, 0.5

鑛Wレジン充填瓤の圧力 p 1 MPa -
最大のフィンピプ辛糴 龜f ra
畏方形板の最大応力の係歓(外簡の樂横比を蚵寒 

した鑛.1
31 0.65

外雋 K蘭当たりの傷Wレジンと外簡の實量 mt kg 510
外爾KSJ均たりの外镯の内面積 A, «r 1 1

外筒の板, t 職 20

令 ン• • •■ニー

項B E蜂 単位 数tt

正方形ftの最大応力の係歡 3> 0.32
曇鹯中件+建豪林*バ,の貧最 m2 kg 154.5
廬力加速度 G a/s3 9.M665
正方影ftの•»の畏さ1曇瓤中幃子«豪林カバ 

扇^の1/2)
a s 撤 787.5

纛R中忭+建帝Wカバ-のft厚 t L 破 40

5-3-1
冷囲ムの內專は犧密に属 
し*すので公国できません。

第6-5表 投針霧度

抨曲亊象 方向 紀号 投扑褰度

sd •地貘力が 

作用する場合

水平 Ch 〇. 72
鉛液 Cv 〇. 38

Ss地震力が 

作用十る場合

水平 Ch 1.40
船舐 Cv 0.87

第6-6表 外简のIt力抨鲕条件
項H fc号 単位 数蛾

外简,端板.伝熱フィン及び側部中レジンの 

秘質絃
m.n kg 15500

班力加速度 G »/s2 9. 80665
W外後(F部«板内®) Dd 2156
T部越板の板W t b mm 25
畏方形板の鍰大応力の係敦く F郁媒板の縦摘 

比を考慮した破)
0 i 0.5

側郎レジン充填部の圧力 P i MPa -
ft大のフィンピッチ幅 a i mm
畏方形板の最大応力の係数(外简の縱横比を

考慮した繡｝
3 2 0.65

外简-区W1当たりの側郎レジンと外简の？｛» m i kg 510
外简-区問当たりの外简の内曲精 A i mnr 1 ................ 1

外简の板啄 t mm 20

Ss-B5の追力卩に伴う設計震度の

変更

(変更なし)

第6-7表 篕郎中性f遮蔽材カバーの応わ評ft条件

項目 K兮 *位 数植

正方形板の*大応力の係敎 3 3 〇. 32
S部中性イ•遮蔽材勿バーの敦綾 m 2 kg 154.5
曲力加速度 G 醜/s2 9. 80665
正方形板の--aの畏さ(蓋郎中性f•遮蔽材力 

パー直径の!/2) a 2 mm 787.5

基郁中性f-遮蔽材カバーの板厚 t L mm 40

枠囲みの内容は商宠嬝密;こ« 

しますので公瀾できません,

5—3 — I 25

32
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理由(赤字：補正箇所)

7.引用文献
<中略>

7.引用文献
今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—3 —1金属キャスクの耐震性に関 

する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A) ) 7.引用文献」に同じである。

(変更なし)
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W 5-4-1貯蔵架台の耐震性に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A))(補正なし)

変更前(既設エ認) 変更後 変更理由

W 5-4-1貯蔵架台の耐震性に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2 添付5-4-1貯蔵架台の耐震性に関する計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2
A)) A))

1.概要 1.概要 (変更なし)

<中略> 今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5-4-1貯蔵架台の耐震性に関する計算

書(BWR用大型キャスク(タイプ2 A))1.概要」に同じである。

2.基本方針 2.基本方針 (変更なし)

2.1構造の説明 2.1構造の説明

<中略> 今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—4_1貯蔵架台の耐震性に関する計

算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A) ) 2.1 構造の説明」に同じである。

2. 2評価方針 2. 2評価方針 (変更なし)

<中略> 今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—4一1貯蔵架台の耐震性に関する計

算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 2.2評価方針」に同じである。

2. 3記号の説明 2. 3記号の説明 (変更なし)

<中略> 今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5_4 —1貯蔵架台の耐震性に関する計

算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A) ) 2.3記号の説明」に同じである。

2.4数値の丸め方 2.4数値の丸め方 (変更なし)

<中略> 今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—4_1貯蔵架台の耐震性に関する計

算書(BWR用大型キャスク(タイプ2 A) ) 2.4数値の丸め方」に同じである。

3.耐震評価箇所 3.耐靈評価箇所 (変更なし)

3.1貯蔵架台の耐震評価箇所 3.1貯蔵架台の耐震評価箇所

<中略> 今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—4一1貯蔵架台の耐震性に関する計

算書(BWR用大型キャスク(タイプ2 A) ) 3.1 貯蔵架台の耐震評価箇所」に同じで

ある。

4.固有値解析
<中略> 4.固有値解析

今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5-4-1貯蔵架台の耐震性に関する計算 (変更なし)

書(BWR用大型キャスク(タイプ2 A) ) 4.固有値解析」に同じである。
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理由

5.貯蔵架台の耐震評価

5.1基本方針
<中略>

5. 2荷重の組合せ及び許容応力,許容荷重

5.2.1荷重の種類と組合せ

<中略>

5. 2.2使用材料の許容応力

<中略>

5. 2.3コンクリート部の許容荷重

<中略>

5. 3設計条件
設計条件を第5-10表に示す。

設計震度の評価方法は,「添付5-3-1 金属キャスクの耐震性に関する計算書(BWR 
用大型キャスク(タイプ2 A))」の5.3項と同様である。

5. 4応力評価方法
<中略>

5. 5応力評価条件
貯蔵架台の設計震度を第5-11表に示す。また,貯蔵架台の各評価箇所の評価条件を第5 

—12表から第5 — 18表に示す。

5.貯蔵架台の耐震評価

5.1基本方針
今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—4一1貯蔵架台の耐震性に関する計 

算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A) ) 5.1 基本方針」に同じである。

5.2荷重の組合せ及び許容応力,許容荷重

5. 2.1荷重の種類と組合せ

今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—4_1 貯蔵架台の耐震性に関する 

計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2 A) ) 5. 2.1荷重の種類と組合せ」に同

じである。

5. 2.2使用材料の許容応力

今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5-4-1 貯蔵架台の耐震性に関する 

計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2A)) 5. 2.2使用材料の許容応力」に同じ

である。

5. 2.3コンクリート部の許容荷重

今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—4—1貯蔵架台の耐震性に関する 

計算書(BWR用大型キャスク(タイプ2 A) ) 5. 2.3コンクリート部の許容荷重」

に同じである。

5.3設計条件
設計条件を第5-10表に示す。

設計震度の評価方法は,「添付5—3—1金属キャスクの耐震性に関する計算書(BWR 
用大型キャスク(タイプ2 A))」の5.3項と同様である。

5.4応力評価方法
今回の申請に係る本説明は,既設エ認の「添付5—4_1 貯蔵架台の耐震性に関する計算 

書(BWR用大型キャスク(タイプ2 A) ) 5.4応力評価方法」に同じである。

5.5応力評価条件
貯蔵架台の設計震度を第5-11表に示す。また,貯蔵架台の各評価箇所の評価条件を 

第5—12表から第5 — 18表に示す。

(変更なし)

(変更なし)

(変更なし)

(変更なし)

Ss-B5の追加に伴う設計震度の 

変更を表に反映

(変更なし)

Ss-B5の追加に伴う設計震度の 

変更を表に反映

評価条件の適正化を表に反映
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変更前(既設エ認) 変更後 変更理由

5. 6評価結果
貯蔵架台の耐震評価結果を以下に示す。発生値は評価基準値を満足しており,耐震性を 

有することを確認した。評価結果を第5-19表に示す。

水平2方向及び鉛直方向地囊力の組合せによる影響の確認として,各評価点の応力の種 

類における許容応力に対する計算値の裕度を第5—20表に,コンクリート部の許容値に対す 

る計算値の裕度を第5—21表に示す。評価対象となる部位のうち,トラニオン固定金具,コ 

ンクリート部については許容応力及び許容値に対する計算値の裕度が1.5より小さくなる 

ため,水平2方向及び鉛直方向地震力の組合せによる影響について詳細評価を実施する。 

建屋の最大加速度(1.2ZPA)に対して組合せ係数法を採用すると,水平2方向を考慮した 

設計震度は1.39となり,設計震度(1.40)に包絡され,水平2方向及び鉛直方向地窠力の 

組合せにより設備が有する耐震性に影響がないことを確認した。

5.6評価結果
貯蔵架台の耐震評価結果を以下に示す。発生値は評価基準値を満足しており,耐震性を 

有することを確認した。評価結果を第5-19表に示す。

水平2方向及び鉛直方向地震力の組合せによる影響の確認として,各評価点の応力の種 

類における許容応力に対する計算値の裕度を第5-20表,第5-22表に,コンクリート部の 

許容値に対する計算値の裕度を第5-21表,第5-23表に示す。評価対象となる部位のう 

ち,トラニオン固定金具,コンクリート部については許容応力及び許容値に対する計算値の 

裕度が1.5より小さくなるため,水平2方向及び鉛直方向地震力の組合せによる影響につ 

いて詳細評価を実施する。建屋の最大加速度(1.2ZPA)に対して組合せ係数法を採用する 

と,水平2方向を考慮した設計震度は1.39となり,設計震度(1.40)に包絡され,水平2 
方向及び鉛直方向地震力の組合せにより設備が有する耐震性に影響がないことを確認し 

た。

Ss-B5の追加に伴う設計震度の 

変更を表に反映

表番号の適正化
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変更前(原規規発第2208161号にて認可) 変更後 変更理由

第5丨丨衣扑供嗖

挿価事象 方向 紀抒 設針震度

sd •地猶力が 

作用する場合

水平 CH 〇. 72
鉛直 Cv 0.37

Ss地典力が 

作用する場合

柯 Ch 1.40
鉛直 Cv 0.87

屯5 に矜 貯藏架台本体の応城価あ件

項目 K号 単位 数植

麄力加適度 G m/s2 9.80665
キャスクK曲商径円尚郎の断面精 A MT 1.182 XI〇,

余飄キャスクのW猷 mc kg 11、:御

貯裁架台の资» m* u 15000
ポアゾン比 V 0.3
余«キャスク中心からft外调ボルトtでの距難 a l mm 2015.3
キャスク底面申径 8 2 和 990

架台厚さ t mm 190
係数 0 1.539
余飙キャスク底面から取心までの高さ hcc mm 2672

第11去役計族度
評 事象 方向 紀号 投計族度

Sd*地震力が 

作用する場合

水平 Ch 0.72
鉛教 Cv 0.38

Ss地族力が 

作用する場合

水平 Ch 1.40
鉛甫 Cv 〇. 87

第5 —12夫 貯蔵架台本体の応力坪疵杀件

項目 紀号 単位 坟埴

重力加速度 G «/s2 9. 80665
キャスク底而我径円岡部の断面穑 A mnr I.182 XI〇*

金風キャスクの質锨 mc kg 118300
貯蔵架台の質墩 k« 15000
ポアソン比 V 0.3
金厲キャスク中心から最外岡ボルトまでの跑離 a 1 2015. 3
キャスク底面芋径 a 2 mm 990
架台厚さ t 190
係数 0 1.539
金飄キャスク底而から取心までの髙さ h CG mm 2672

41

Ss-B5の追加に伴う設計震度の 

変更

(変更なし)
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変更後 変更理由変更前(原規規発第2208161号にて認可)

第S13表 トラニオンW定ボルトの応わJf価条件

項目 紀冷 电泣 数値

阏轉装將1紐11iたりのトラニオン闽定ボルトの

本数
n T 2

トラニオン闶定ポルト(M52)め断ffi锇 A mm. 2.124 X 103
支点〇か.•、阀縛装»0のトラニオン尚定金屮 

心までの距離
a .! mm 2288

支点〇から金風キャスク屮心までの所離 a a mm <>90

第514央 トラニ•.オン闹茁金队の^川f価条件

項目 紀冷 雌 纹液

トラニオン闽定金具の断而精 A mm- 1.330 ■10*
トラニオンW定ポルト問距離 L n卯 360
トラニオン阀定feftの断而係数 Z mm 2. 948 x-10s

珩S -15表 ％台W定ボルトび,応ん押価灸件

項H 記冷 做 数敏

架台岡定ボルト(M5(nの断®抽 A mm* 2. 463 x !0 J
床面から金属キャスク歌心までの麻さ h ( 酗 2982
床面から貯*衆台本体取心iでの痛さ h - mm 215
余風キャスク中心から架台尚定ボルト(A>まで 

の距離
a mm 2015. 3

金Rキャスク中心から架台W定ポルト(B)吏で 

の跑離
a ； mm 1343. 5

金飄キャスク中心から架台尚屯ボルト(〇まで

の距«
a m 1007.6

金風キャスク中心から架台固定ボルト(D)まで

のfti
a g 671.8

衆台固定ボルトの本数 n 10

第5 -13麩 トラニオンW比ボル1'のa:/j討鴒条件
項B 紀兮 琳位 相

共®1組当たりのトラニオンWitポルトの

本教
n く 2

トラニオンW定ポルト(162)の斷®嚷 A M: 2.124 x 1〇»

支咸〇からW縛物置んのトラニオン國定金ft中 

心tでのft雕
a 1 ma 2288

炎戌〇から金輯キャスク中心よでの#*詹 * a so 990

赛S14# 卜,ニオン碑1念ftのも/條务件

壤a R兮 班位

トラニオン報铲金»の»面精 A on. i.330xi<r
トラニオン 皮ポルFWR*離 L 脇 3W
トラニオンwar金胍く?壞r®保數 Z 動、 2.948X10?

第：,!s»守?7weギn、ハm雀条作

壤B 紀兮 单位 数城

鼙合 比ポルト(M56)の微面積 A amr 2.483x10*
味®から金瓤キャスク熏心までの萬さ h, RO 2982
床面から貯磯鼙什本体籯心までの裹さ 3d 215
金縝キャスク中心から聚台_比ポルト(A>龙で

のftJt
a • Bfi 2015.3

金縝キャスク中心から«台_定ポルト(mまで 

の#*扇
a 7 8fi 1343.5

金*キャスク中心から鼙台!ボルト(C)太で

の#*
a • aa 1007.6

金鵬キャスク中心から架わ!類比ポルト(D»まで 

の#*雕
a番 tta 671.8

鼙台«ポルトの本数 n 10

6

(変更なし)

(変更なし)

(変更なし)
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変更後 変更理由変更前(原規規発第2208161号にて認可)

第5-16表 貯覷架台脚部の応乃評鲕条件

項百 紀呼 単位 数龈

貯*架台脚部(A)湘埼 A, nnr 1.887x10*
8?*架台脚部(B) (D)曲積 a2 tvr 1.887X 1〇*

貯藏架台脚部(C) iftiffl A3 nwr 1.137 xi〇*

貯*架台脚部紡曲播 A.n nnr 1.737X IO4

第5 -17衣 ボスの応力評條条件

項目 紀号 电位 数鎮

ボスの断曲積 A nr 3.2I8X103

第 ヒ1Rき ft礎ボルトの薷龜井価条件

項B 紀勞 単位 数縝

说礎ボルト(M56)の断衡精 A mnr 2.463x 103

第5—1ft长貯藏架台脚部の応勾#鲕棻件

項目 紀吁 単位 数破

貯*架台脚郁(A)向積 A! nor 1.887 XI〇*

貯*架台脚部(B> (D)面穑 a2 mm* 1.887 XI〇*

貯*架台脚部(C) rti精 A3 mor 1.137 XI〇*

8?藏架台脚部秘曲積 A應" mnr 1.737X10*

第5-17喪 ポスのLi:り#細-あ件

項目 E号 単位 数絚

ポスの断rti精 A mnr 3.218xi(p

第5～18表 暮礴ボルトの応乃胖価条件

項目 紀好 靴 魏

基礎ボルト(M56)の断曲精 A nm; 2.463 x IO3
コンクリートの投針基準強度 Fc MPa ロ
妖礴ボルト頭の支圧面精 Ao mnr 3.794X103
礎ボルトの谷抒断面播 Ab mir 1.967XJ03

コンクリートのヤング係数 Ec MPa 2.52X10*

43

I枠囲みの内容は防護との観点から公測できません。

(変更なし)

(変更なし)

評価条件の適正化

46



変更前(原規規発第2208161号にて認可) 変更後 変更理由

第5—19表(丨)评®結果

. MPi

部位 材料
許容応力

区分

次応乃 次+ .次心力

計算值
坪鲕点

恤)

許界 

応力
扑算W

坪鲕点

(面)

許容 

応力

貯*架台 炭本網

供用状族 

Cs 76 ① 234 151 ① 468

本体 (SGV48O) 供用状態

Ds 131 ① 281 261 ① 562

555-19 ^(2)押tt結果

(雌：MP:,>

部位 村料
JF存応力

K分

次心力 -次+次応力

針算鳙
评儀点

(面)

許？？ 

応力
計算*:

_魚

(衡)

許容

応力

トラニオン

闶定金14

ステンレス鋼

C SI S63〇〕

1 HH50J

供用状想

Cs 206 ② 591 403 1182

供用状籌

Du 572 ② 591 1119 な, 1182

第S19*(1)計雀始*

(車位:Mf'a)

ft位 ft 科
終1W力

区分

•次応力 次+一次It力

好籯艙
押條点

(£)

許容

応力
針算值

MA
(«)

許客

Zf)

行驩笮台

本体

坎襄_

(SGV480)

供用坎*

C» 76 ① 234 1S2 ① 468

供用状籌

Ds 131 ① 281 261 ① 562

« 5 19 ft (2) SI條昧*

(坩け.Mhi i

郎位 « 料
好和t.力

区分

一次応力 •次+二次応力

If算值 if缺
(K)

許客

応力
It算観

货雀权

(K)
許容

必力

トラニオン

纖定金A

ステンレス鯛

C SUS630〕

1 HH5oJ

供州状寒 

C s 208 ② 591 406 ② 1182

供用坎律

Ds 572 ② 591 1119 ② 1132

Ss-B5の追加に伴う評価結果の

変更

Ss-B5の追加に伴う評価結果の

変更

3 I I 44

8
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変更前(原規規発第2208161号にて認可) 変更後 変更理由

第5—19表(3>評価結史

(取位.MPh)

郎位 W 料
許容応力

区分

引張応乃 せん断応力 組合せ応力

針算鑛
胖価点 

(湘)

許容

応力
計算城

评鲕点

(曲｝

許容

応力
針算值

评條点

(曲>

許容

応力

闲定ボルト

低含金鋼 

(Sl«23-3)

供用状態 

Cs 156 ③ 478

供用状態

Ds 432 ③ 478 一 - - - -

架台因定

ボルト

低合金鋼 

(SNB23-3)

供用状戆

Cs 107 ④ 478 39 ④ 368 107 ④ 478

供用状態

Ds 266 ④ 478 75 ④ 368 266 ④ 478

第5—19表U)评tf結果

MPa>

部位 材料
許容応力

区分

圧縮応力

計算熗
評tt点

(而)

許容

応力

貯藏架台 炭索綱

供用状篋

Cs 30 ⑤ 234

脚部 (SGV480) 供用状想

Ds 52 ⑤ 281

第5_!9表(5> 评価結果

(刺,‘ぐMlン

5-4-1 45

E
国

力
^

呢引 力断んせ 力心せ 

4
"組

容
乃

R

園E
綱

«)

.

t
'.t 

抵

(sc

E k
EJ

E EHR
E s HHE SH0

日 綱

5) 

金

43 

合

i

 

抵

(SC

E E u □ E SH
E H □E E □A

« 5-19 #(3) ：<««$*

第5-19表¢。 ”鑛昧繫

、广 «?く：,

«位 杉料
許算応力

区分

枳餐it力 せん衡応力 繊合せ応力

針算鱸
拜•点:

(3>)
許算

紀:わ
計算爐

(®) 応力
If■算鳙

解鎢A
(面)

W容

记:力

卜,ニオン

ボルト

氦合金鋼

(SJB23-3)

供用状懲 

Cs 157 ③ 478

供用状« 

Ds 432 ③ 478

«台_比

ポルト

ft合金_

(湖23-3>

供用坎*

Cs 108 ④ 478 39 ④ 368 108 ④ 478

供用坎戆

Ds 266 ④ 478 75 ④ 368 266 ④ 478

筘位
許»応力

区分 奸算«
tf雀权

(而>

許容
応力

咛霾*台 坺聚鋼

供用坎«

Cs 30 ⑤ 234

贴 (SGV480) 供用坎戆

Ds 52 ⑤ 281

第5-19X5) S♦雀味襞
(瓤H

5*4-1

K位 M 料
終算ぬ力

区分

枳餐応力 せん衡応力 «合せ応力

好*鎗
UffA
(而)

許S 
拓力

耖算tt
(面)

許番

も力
舯篇鎗

If価点
(曲｝

終審

応力

ボス
ft合会鋼

(SQI435)

供用状態 

C* S3 ⑥ 456 30 ⑥ 351 83 ⑥ 456

供用状*

Ds 204 ⑥ 456 57 351 2M ⑥ 456

条碣ポルト
介金鎮

(SCM35)

供用状戆 

Cs 108 ⑦ 456 39 ⑦ 351 108 ⑦ 456

供用坎鳔 

Ds 266 ⑦ 456 75 ⑦ 351 266 ⑦ 456

Ss-B5の追加に伴う評価結果の

変更

(変更なし)

Ss-B5の追加に伴う評価結果の 

変更

9
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変更前(原規規発第2208161号にて認可) 変更後 変更理由

% 5-19 ^(6)评鲕結史

郞泣 供用状態

引張術故(N) せん断街收(N)
弓1银術«及びせん 

斯莳艰,ハ組合せ

(-)

計報城 許容荷承 針算嫡 iT容荷也 朴錄城 許容慎

コンクリート部

供用状態

Cs
2. 631 X 10" 6. 708 x 10 9. 412XJ0* S.192 X 10' 〇.19 1

供用状態

Ds
6.547 X104 8. 944 XIが 1.831 xio6 6.923 >10" 0.61 1

寧S19«く6)押®铕«

ft位 供蜊状戆

出«街篇W せん醑菊重(N)
が番衔籯及びせん 

赕錡竄力組分せ 

(-)

許容錡重 針蓴嬙 許容術重 鼾緣鎗 許容值

”ンクリートK

供用坎第

Cs
2.644X101 6. 708x10* 9.412 XI〇* 5.192 x 1が 〇.19 1

供用坎®

Ds
6.547 xl〇* 8.944 x 1〇» 1.83lxiO« 6. d23 X 1〇 0.61 1

Ss-B5の追加に伴う評価結果の

変更

5 4 I

49
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変更前(原規規発第2208161号にて認可) 変更後 変更理由

第5—20表 貯裁架台の応力評曲(供用状態Cs)(1/2)

注紀*丨:地翥力のみによる全振幅について评価する,, 

*2 :許容応力に対する針算愴の裕度

(単1 .7, : MPa)

部位 応力の種類 扑算W 拝tt点

(面)
許容応力 裕度*2

貯轅架台本体

"•次応力

せん断応力
2

①
135 67.50

曲げ応力
76

①
234 3.07

組合せ応力
76

①
234 3.07

次+二次応力♦'

せん断応力
3

①
270 90.00

曲げ応力
151

①
468 3.09

トラニオン

固定金具

一次応力

せん断応力
25

②
341 13. M

曲げ応力
202

②
591 2.92

組合せ応力
206

②
591 2.86

一次+二次応力••

せん断応力
50

②
682 13.64

曲げ応力
403

②
1182 2. 93

トラニオン

囲定ボルト 引張応力
156

③
478 3.06

架台困定ポルト

引張応力
107

④
478 4.46

せん断応力
39

④
368 9. 43

組合せ応力
107

④、
478 4.46

貯廉架台脚部 圧縮応力
23

⑤
234 10.17

5—4 — 1 47

第5-2〇* 咛覼努台のC力St価(供埘状®C*)(1/2)
(•恢:MPa)

注K*1:壤翼力のみによる金振権rついて評傷する。 

♦2 :許容C力に対する軒算镜の裕度

K位 も力の霍® 奸算壚
拜催焱

(面)
許解力 »«•*

聍載華台本体

m:力

せん斷応力 2 ① 135 67.50

•げ必力 78 ① 234 107

姐食せ応力 76 ① 234 3.07

一次+二次応力••

せん徽応力 3 ① 270 90.00

蠹げ応力 152 ① 468 107

卜,ニオン

H定金算

応力

せん衡応力 25 ② 341 13.64

曲げ応力 203 ② 591 2.91

w合せ応力 208 ② 591 2.84

-次+二次応力••

せん觀応力 50 ② 682 13.64

論げ応力 406 1182 2.91

卜,ニオン 

ポルト - 今I餐応力 157 ③ 478 3.04

«台_定ボルト 参

积•も力 108 ④ 478 4.42

せん撕応力 39 ④ 368 9.43

讲介せ応力 108 ④ 478 4.42

咛«策台脚郎 - HI輪も办 30 ⑤ 234 7.80

5-4-1 11

Ss-B5の追加に伴う評価結果の 

変更

貯蔵架台脚部圧縮応力の計算値 

の誤記を訂正

11
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変更前(原規規発第2208161号にて認可)

第5 20表 貯藏架台の応力丼條(供用状廉C ■〇 (2/2)
(靴.

注紀*丨:許容ft:力に讨する計珐敏の裕度

部位 応わび、卿 朴算
卄錄点

許弃応乃 裕度*1

ポス

引银応わ
82

く6/
466 5. 56

せん断li:/J
30

⑥
351 11.70

組合せ応力
R2 456 5.56

城礎ポ/レト

引媒応力
107 456 4. 26

せん断応力
39

⑦
351 9.00

組合せ応力
107 456 4. 26

変更後

箏5 20# 貯載窄台の応力W僅(供用次馨Cs>(2/2)
(樂位:lf・)

:許穷ft力に対する針算«の裕度

K位 応力の種B 卜算
if條れ

(»>
許Sit力 裕魔••

ポス

别**t力 83 © 456 5.49

せん數it h 30 © 361 11.70

組合せ応/> 83 ⑥ 456 5.49

基碣ポ八卜

…餐応わ 108 ⑦ 456 4.22

■せん歡心力 39 ⑦ 351 9.00

姐力 108 ⑦ 456 4.22

変更理由

Ss-B5の追加に伴う評価結果の

変更

12
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変更前(原規規発第2208161号にて認可) 変更後 変更理由

第5 — 21衣 コンクリート部の菏|(评鑛| く供用状態C's)

注紀*1:許容蝮に対する計算毓の裕度

荷歌の檐類 許容城 裕度*1

引张荷礮(N)
2.631x1〇* 6.708xl が 2.54

せん断荷® (N)
9.412X104 5.192x10s 2.83

引张倚板及びせん断倚取の 

組合せ(一)

〇.19 1 2.58*2

*2 :引張荷®及びせん断荷«の組合せの射•算镇は次式による

ここで,p.:引張荷®のみに対する某礎ポルト1本当たりのコンクリート部の許容

引番荷載⑽

q.:せん断術®のみに対する基礎ボルト1本当たりのコンクリート部の許 

容せん断荷® (N)
p :堪礎ボルト1本当たりの引張街® (N)
q :ボルト1本当たりのせん断街IR (N)

引银,せん断の組合せ術®の裕度は.朴®城を許容镇の1と等しくさせるために必要と 

なる引張荷舐くp)とせん断荷取(q)の計算城の増倍率を裕度とする

第5-21» =»ンクリート«の薷重贫« (供用状«C囂｝

注:許容鏟に薄する針算«の»度

鍔重力稽* 奸算鱷 許其蠔 裕度”

弓!镲ft重 Z 644x1〇* 6. 708x10* 2.53

サん新#® (K) 9.412x1〇* 5.192x10* 5.51

呼1•錡重及びせん*«籯め 

組合せ(-)
0.19 1 2.W1

♦ 2 :づI*衡重及びせん衢甫憲め組合せのW■算镱は次式による,

ここで.p.:咧»併重のみに対する基«ポルトI本岑たりのコンクリート族の許容

41餐費重00
q.:せん衡薷重のみに対する基礎ポルト1本肖たりの3ンクリート粧の許

算せん鼴術重(M
p :基碣ポルトI本_たりのづI番ft重(N)
q :基磯ボルト1本当たりのせん斷#重(N)

枳餐.せん衡の組分せ#重の裕度は.針算鏟を終容嬉の1と等しくさせるために必嬰と 

なる利番#重(p)とせん斷#重(q>の鼾算艙の»•»字を裕度とする,

5-4-1

Ss-B5の追加に伴う評価結果の 

変更

せん断荷重の裕度の誤記を訂正 

引張荷重及びせん断荷重の組合 

せ裕度の誤記を訂正
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変更前(原規規発第2208161号にて認可) 変更後 変更理由

第5 -22表貯釀架台の応力Jf価(供用状態Ds) (1/2)
(盤:MPa)

注£*1:地震ハのみによる全振幅について評ffi十る 

*2 :許容応力に对する針苺値の裕度

郎位 応/Jの種« JtWfifi 坪価点 

|而>
許容応力 浴度*-

貯*架台本体

一次応力

せん断応幻 2 Cl 162 KI.00

曲げ応力 131 cr ! 281 2.14

組合せ応力 131 ① 281 2. 14

-次+く次応力•'

せん断応ん 5 324 64. 80

曲げ応力 261 1 562 2.15

トラニオン

闽定余ft

一次応ね

せん断応わ 69 ② 341 4.94

曲げ応力 560 (〇\ 591 1.05

:机合せ応力 572
\②

691 1.03

次4二次応力**

1
せん断応力 138 ② 682 4. 94

曲げ応力 1119 j 1182
___________________

1.05

トラニオン

闽定ボルト 弓1張応力 432 ③ 478 L 10

架台困定ボルト

引張応力 266 ⑷ 478 1.79

せん断応力 75
rr

368 4. 90

組合せ宓ヵ 266 478 1.79

貯•奶台脚部 圧縮応力 52 ⑤ 2H1 5. 40

第S 22« 貯•窄台の応わ鉀® (供蜊状戆Ds) U/2)
(車位:IFa)

注K*1蜻霸力のみによる金振幅rついて并®する, 

*2 :許算必川：•対する針算嫿の裕度

部位 紀乃の種VI 針*楗
好鴒办

(面)
許«応力 裕度•：

柠霾笮台挛体

,次応力

せん蒙も力 2 ① 162 81.00

曲‘ずもわ 131 T 281 2.14

組奔せ*t力 131 ① 281 2-14

一次次応力•*

せん勤応力 5 324 64.80

•げ応/) 261 ① 562 2.15

トラニオン

w定金a

次応力

せん断応力 69 ② 341 4.94

曲げ応力 S60 591 1.05

机什せ*t力 572 ② 591 1.03

-次+ _次応力•*

せん斯も力 138 <2> 6S2 4.94

•げIt:力 1119 1182 1.05

トラニオン 

曲比ポルト
由•応力 432 ③ 478 1.10

卜

明•応力 266 478 1.79

せん撕応力 75 ■④ 368 4.90

姐介«■応力 266 ④ 478 1.79

貯 fE幢も力 52 ⑤ 281 5.40

(変更なし)
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変更前(原規規発第2208161号にて認可) 変更後 変更理由

第5—22表 貯藏架台の応力評価(供用状態Ds> (2/2)
|ぜP . WP.い

注£*1:許容応力に対する計算植の俗度

部位 応力の種類 計算値
評価点

(面)
許容応力 裕度*1

ボス

引張応力 204 ⑥ 456 2. 23

せん断応力 57 ⑥ 351 6. 15

組台せ応力 204 ⑥ 456 2.23

疾礎ボルト

引張応力 266 ⑦ 456 1.71

せん断応力 75 ⑦ 351 4.68

組&せ応力 266 ⑦ 456 1.71

第5-22* 貯釀«台の紀:力(供W坎鳔〇1)(2/2)
(奉位：MPa)

ft史*1:許和t力に対する算嫿の裕度

K位 応力の種*I 針算愴
拜僅A
(而>

許算ft:力 裕度*1‘

ポス

织餐応力 204 ⑥ 456 2.23

甘ん術応力 57 ⑥ 351 6.15

組合せ応力 204 ⑥ 456 2.23

基碣ポルト

引餐応力 266 ⑦ 456 1.71

せん齡応力 75 ⑦ 351 4.68

組 266 ⑦ 456 1.71

(変更なし)
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変更前(原規規発第2208161号にて認可) 変更後 変更理由

第5 23表 コンクリート部の荷吹計価(供用状態Ds)

注紀*丨：許容組に讨十ろ扑算植の浴嗖

*2 :リI張荷氓及びせん断衔承の組A•せの計锌は次戌にtる

荷取の種坊 J+诗組 许容®: 裕度*'

引®荷* (N) 6. 547 -10 8. 944 x 10: 1.36

せん断荷«(N) 1.83IX 10 6, 923 -103 3. 7«

引張荷IT(及びせん断荷板の 

組合せ(-)
0.61 1

ニニで,p ,,:引張荷承めみに对十ろ祺礎ボ,レト丨本4たりのコンクリート部の杵容 

引張莳破(N)
q :せん断荷取めみ;こ対十る*礎ボルト1本*1iた〇のコンクリート部の許

容せん断荷屯(N)
p : «礎ボルト1本4iたりの引張莳取(X)
q :敁礎ボルト1本丐たりのせん断莳哦(N)

■JI#.せん断の組合せ荷取の浴度は.卄锌組を許斿嬗のIと等しミ»せろために必®ヒ 

なろ引張荷取(p)ヒせん断荷屯(q)の扑苺値の増快本を裕嘈ヒ十る

«5 23# マンクリ--SKの碑重鈐雀 く供剛坎

注R*l許苫蝓に对する奸算蟢の裕度

♦ 2 :今1«倚重及びせん徽供重の組の於算億に次式r丄る、

衡重の權* 科箄鎗 許容馕

引#術重W) 6.547x10s 8. 944 x 10* 1,36

せん*衡重(N) 1.831* 10* 6.923 く 10s 178

引*斯憲及びせん*«塞の

Wfrせ(.)
0.61 1 1.38,J

ここで,P. 引*衝恵めみに対す〇基磺ポルト：本珣たりのつンクリ-“靠の許容

今!«術重(N)
q. せん撕ff重のみに対する基磺ボルト1本玛た9のつンクリ の开

采せん醑術竄(N)
p :基碣ボん卜I本肖たりのづ1«衡重くN)
q :基礎：::ルト1家肖たりのせん_r衡憲(N>

由餐.せん廉の組かtt錡重の裕度は.奸箄艙を莳箱値め1と等しくさせるためi.•必赛と 

な641*術霣'P)とせん_期霣くq)の舯算鎗のt•供事を裕度1*する,

(変更なし)
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